
資料8  

稲城市の介護予防事業の   

実施状況について  
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稲城市に訊ける介護予防事業のポイン卜  

I．地域ケアシステムの体系づ＜り   

（彰地域ケア会議の整備   

（卦非該当昔フォロー件制の整備   

（卦介護予賄lトゲーの育成   

④一人暮らレの計世帯へのアンケート調査の実施   

⑨見守りま操ネットワークの構築  

）  

‡  

平成川年庁～  

平成I5年庸～   

（参苧貫捷サービス未利用昔フォロー体制の整備＋〉平成Il年度～  

Z．介護予防マネジ〆ントの強化   
⑨在宅介誰電探センター（介護予賄の拠点）の機能儀化  ＋〉平成l峠度～   

⑧フォーマルサービスの評価指標の統一と、効果的な事業内容の整備 平成Il年唐～   

⑨さ丹多くの介護予防対象者の把握（医療機瀾にて宅人健診と訊たっしゃZ†を実施）平成I7年度～  

3．インフォーマルサービスの充実   
①フォーマルサービス卒業者の蟹汁皿の充実  ＋〉平成Iが事唐～   

②地域に訊け昂「介護予賄活動」の盛Il上げ  ＋〉平成I丁年膚～   

⑨高齢者主体の介隷予防に対する取り組討と役割の拡大 ＋〉平成n年度～  

】  

平成IO年唐   平成I丁年唐   平成柑年唐  

インフォーマルサービス   

の充実   円滑噂介誰予防システ  

邑標  地域の基盤整備           介護予賄ケアマネジメ   ムの確立  

ントの強化  

／介穫予賄健診の実施  ／介襟予糀健診の拡充   ∨′ 立  
／介旛寄航つ弓シ作 ～  ／介意t零駄の拠  ／介旛苓l愉卸拠点の機鍾  

圭  
此  

取冊組  ムの東熊   ／介薄手l拡曽鯵遭昌一嘉】臨書  
主な                       ／さ種介護予防牧童の拡充   ／各種介講予防教室の拡充  

計内  ／多様なチャン泉ルを用い  の暮l鑑と甜三吉用  
／介護予賄推進員の活動ま  

穣Q強化  
／事榔ぢ手サンネルを用いた  

発信   介講予価に閲する醐発億  
／地域ケアシステムの再体  ／地域ケアシステムの再体制  

制化   化  
／地域ケアシステムの再体制  

化  

4   
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I．地域ケアシステムの体系づくり  
高齢者の見守り■支援ネットり－ウ  

地域在任高齢者  市（行孜）  

（基幹型ま療センター）   

○住民基本台帳から  
ひとり善らし・高齢  
者のみ世帯抽出  

社会資源  
（鳥申l協力）  

民生委員  

見守り支援が  

協力機憫（団体）  
ひ亡り暮らし・高齢者の計世帯  アンケート謂  

占師象・稲城市  
会・HPO抑り・  

による実態把握  
とニースの発見  

P哺一ボーのホ・  
れあいbンサー（●ヶ搾）  ・身近に視族がいる  

・きわめて健康  
・既に定期的な福祉ワービスカ  必要な高齢者の発見  

○見守り支援などが   ・達紹 ○異変に気ついたとき  の連絡  
地域型在宅介穫ま環七ンヤー  

○巡匝卜相談の実施   
一実態f巴握と潜在的なニーズの発掘   

○提供情報をもとに訪問、サービス利用調査   

＊1可らかの不安あり・・・見守り支援プラン作成  
＊非該当・虚弱など‥・∩謙予防プラン作成  
＊要介書肇・要支揺・・・ケアマネージャーヘ   

○見守り支援ネットワークの核  

日常的な他人との開  が認められる  
当面、支援が必要ない  
支援が必要となった  自ら申書籍できる  

協力員（咽人）  

生響▲全■・七人ウ弓  

見守坤7弓ン  見守り・■かけ  

介祥子賄7ラン  
会員・嶋人参会■  

ケアコラン  
○見守り支援が必要な   
高齢者の発見・連絡  
（⊃定期的な月守り、声   
かけ  
○異変に気ついたとき   
の連絡  

（介簾相雄協力員）  
民生馨れ代義・老人ケラー代暮・■人舌代義  
○在宅介孟蔓支援センターや保健福祉サービ   
スの紹介、利用の警発  
○地域の高齢者の見守り  
○地Ⅰ或ケア会吉義への参加  

研修会の胸鰻・情報交織  

報告・≠報提供  
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Z－①．介護予防の拠点の機能強化  
／地域包括貫捷センターの設置（れ所）  

‥∴■■、．．一▲、ノ）  

①地域包括支援センター運営協議会の開催  
②地域包括支援センター・地位在宅介護支援   
センターヘの指導  
③地域支援事業・介護予防事業・斬予防事業   
担当者への研修・技術支援  
④市民への啓発活動一介護予防事業の評価・検証  

地域貫捷係  

①介護予防マネジメント事業  
②総合相談・支援事業  
③虐待防止・早期発見・権利擁護  
④地域ケア支援事業  
（包括的・継続的ケアマネジメント）  

稲城布地墳包括ま揮センター  稲城布地壌包括雪＃センター  
いぢ空箱（；名）  ひち蛮裾（ユ名）  

内臓翁  

①介護予防讐及・啓発事業  
②家族介護教室  
③認知症高齢者見守り  
④家族介護継続支援  
⑤地域自立支援  

①総合相談・支援窓口  
②介護予防マネジメント  
③自主グループ支援  
④介護予防スクリーニング  
⑤体験型介護予防教室  
⑥地域ネットワーク推進事業  
（診介護予防ボランティア育成事業  

⑧地域よろず相談支援  

在宅介誰ま揮センター（2名）  

詫・二’告ノ亭を）  

在宅介躊ま橿bシター（Z名）  
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2－②一2．効果的啓介護予防事業内容の整備  

／筋力向上卜し－ニンヴ事業（平成Iふ年唐きり開始）   

／内容：  

理学療法士、運動指導士ぢとにさり個別の目標を設定し（個別フログ  
ラム）、マシンを任用した包括倒礎崩椚卜し－ニンケ  

／対象者：虚弱高齢者  

／事業の寄託：2施設に辱託  

／芙億方法：  

王国／遇、全ヱさ回（コヶ月）コース、Iコース8名（年間I2コース、90名）  

／卒業緒：   

・ボランティア  

・フォローコース、自主グルーつ化   

・インフォーマルサービスヘ  

平成18年度より 地域支揺事業へ  
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／生き桝l苧イサービスの見直し一軸榔介襟予防事業の実施に向けて  

／見虚しポイント   

・生さ桝l宇イサービス担当者連絡会の掲鮭  

う情報交換の鳩  

⇒事業の白粥や方向性朴   

・下肢岬糾ヒを白銅とした事業内容に   

・r健康行勤整蓋Jを白描した取Il組み  

－知識の捷供  

－モニタりンケシートの活織  

／見直し前の生き別l苧イサービス  

施紋鮮設聖 4ヶ所  

単独型  ○十和  

／見直し絶  

〉附■手怖蠍暮（一■■i盲i妄）  

蒜丁       ＿…‥‥欄二王  蛸 上二  
総合介誰予桁数裏（特定高齢者脚）  

適所介護予防救裏（一線高♯蓉旛軍）  生告がい苛イ  

二  （単独型）○ヶ  
アクティビティ・認知症予桝宝Z扇砺→  認知虚予桁数塞（一般高鮪善僑賽）  

lI  

′地域屏陶型転倒骨折予防事業の霹開  

／転倒骨折予賄教室つロケ弓ムの作成（平成川年度）  

／計画的な霹問と事業何紬黒測僅の葉蘭  

・催せセンター：I邑／遇、会さ由コース  

・ケ几一つへの講師派漣：I5名以上草加者希望ありのグルー7  

18／週、会さ由コース  

／講師の育成：3名→4名（平成I一年瘡ょり）  

／サーIl一々－の育成‥ほ名   

」自主仇＿切電鍵  

平成18年度も引き続き －  
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／認知症発症遅延グルーつ  

／平成I5年唐：認知症講演会  

／平成川席席：認知症シンポジウム  

ぅっァシりチーター育成」A亀  

／平成I7年唐：認知症講演会  

→認知症発症遅延〃几－7活動  

（旅行・調理）  

」、  自主グルーマ活動へ  
／平成柑年唐：認知症講演会  

う認知症発症遅延グルーつ活動（一般高齢者施策）  

（旅行・調理）  

蟹の他の介護予防事業  

○食生活改善事業  

高齢者調理講習会  年3回  

○訪問指導の実施（寝た重り起こし）→平成柑年度柘向介護予断事業（地域ま檀）  

・PT・看護師にきる訪問、運動器機能向上・ADL指導  

遇I画 Iコースふ回   

・歯科衛生士にさる口腔機能向上、気道感染予防の指導  

→ 適所介隷予防事暮へ  

介誰予価眉堀マイ7   

…市民の活動の中で介護予防に特化しているものを手と仇た冊子  

（T5グルーつ）  
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3．インフォーマルサービスの充実  
／地域に訴ける「介襟予防法動」の盛Il上げ  
′地域で活躍している「自生グルーつJの発表会を辛施  

′内啓：  
′ 掲会暮富‥地壌在位高♯書ヱ名  
ノ 鍵繊に龍す魯譲瀦．串の介漕手相葉について  
′グルーつイベント（自生グルーつ活絨告：ヰつ）  

′ 編僻嚢静J介＃予断♯繰の擦裁  

′ 奉加人数：Z20名（ポ弓シティアなと含む）  

／介護予賄推進員の育成   
／符羽：在宅介護ま鎌センターヘの憎提供  

地域に劃十る公雄予脚魚曹の単組発見  

／対象者：  
／社食葎杜絶繍金への協力依鞘  

／老人ウうーへの呼び桝寸  

／介揮予賄に肘る繍満会拶とでの呼び桝す  

／人数：和博賓講著さ5名  
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手と助  

・介護予防システムの基盤整備を計画的に実施  

・介護予防サービスの事前事徐評価の指標の統一  

・介護予防事業者連絡会を定期的に開催し、事業内容・   
持術約言捷・指導案施  

・医師会・歯科医師会との連携  

・地域包括貫捷センター・在宅介護貫捷センターのマネジ   

〆ント・モニタりンヴ機能強化ま援  
Iさ  
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